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■会長報告 工藤　大輔 会長
　みなさんこんにちは。まずは例会のタイミングでで
きなかった帯広RC内の活動についてご報告させてい
ただきます。
　3月7日、国際奉仕委員会の合同例会の慰労会と委
員会の開催。お酒の勢いを借りた結果、フットサル親
睦という事業に発展してしまいました、すみません！

ちなみに1次会は話に夢中になっ
て写真を撮り忘れましたので、2
次会を掲載しております。
　3月15日は世界ローターアクト
デーに合わせてボーリングと懇
親会でロータリアンと親睦を深
める例会となりました。私は体調
不良で欠席しております。
　3月16-17日は親睦活動委員会
の親睦会を中札内村フェーリエ
ンドルフにて開催。私もすごく楽
しみにしていましたが、体調が戻
らず欠席、こちらも猿川幹事が参
加してくれました。
　それから画像はございません
が先週4月10日は中長期ビジョン
委員会をホテル日航ノースラン
ド帯広「レストランJ」にて開催し
ております。
　4月8日にはゴルフ同好会が十
勝ダイニングふる屋にて開催さ
れました。来月5月25日（土）開催
される第26回RI第2500地区第6
分区交流親睦ゴルフ大会実行委
員会ということで、大会要綱など
の確認を行いました。団体戦はジ
ョイントクラブ対抗戦で、広尾
RCと一緒になります。団体戦は

上位8名のトータルネットスコアで競うため、出場者が多ければ多い
ほど優勝の確率が上がります。帯広西ゴルフクラブが優勝候補のよう
ですが、今年度幹事クラブとして優勝を目指そうということになりま
した。同好会のコンペに出たことがない方も是非登録・参加いただき、
一緒に優勝を目指しましょう！

ということで4月27日（土）12：21
スタート、「第6分区交流親睦ゴル
フ大会練習ラウンドコンペ」が決
まりました。コース戦略を練りな
がら、優勝のために一緒にラウン
ドをしませんか！参加していた
だける方は大江幹事まで連絡を

お願いいたします。
　先日の14日（日）はRI第2500地区　地区研修・協議会が開催されま
した。地区研修・協議会は、7月から始まる新年度に向けてこの時期に
毎年開催されることになっています。会長エレクトほか役員・理事・委
員長と地区出向者が出席義務者となっています。

　地区研修・協議会の目的は、次
期クラブ指導者が就任に先立ち、
クラブの指導者チームを築ける
ようにすること。
　地区ガバナーエレクト、ガバナ
ー補佐、地区委員会が各クラブ指
導者チームの意欲を喚起し、協力
関係を築く機会を提供すること
とされています。例年感じるのは
分科会でどこまでフォローでき
ているか課題の残るところかも
しれません。
　以前は同時開催されていたの
が会長エレクト研修セミナーで、

一般的にPETS（ペッツ）と呼ば
れています。会長エレクトがその
責務について学び、ガバナー補佐
とともに目標設定に当たること。
これらはいずれも次年度に向け
て、ガバナーエレクトが責任を持
って開催する事業となります。次
年度は帯広西RCの小谷さんがガ
バナーエレクトですので帯広で
の開催となりました。
　さて、私は第1分科会へ参加。ク
ラブ会長の使命やRI会長テーマ
などについての説明がありまし
た。公共イメージ向上については

渡辺ロータリー公共イメージ向上委員長よりご説明いただきました。
　本会議においても触れられていましたが、会員増強・維持には会員
の心地よさと新会員への配慮、そしてBelonging（帰属意識）の醸成の
必要性が繰り返し語られていました。新クラブ結成については、お金
をかけなくても奉仕できる組織や特定の分野に特化したクラブとい
うような提案と事例紹介がありました。

　この会議を終え、各クラブは5
月10日までに活動計画書をガバ
ナーエレクト事務所へ提出、6月
5日にガバナー補佐公式訪問クラ
ブ協議会にて次年度の活動計画
がほぼコンクリートされます。地
区の考えを踏まえ、今年度委員会

との引き継ぎをしっかりとされ、充実した委員会活動につながる活動
計画書を作り上げていただければと思います。

　最後に基調講演の講師、高崎
RCの田中久夫さんの著書「ロー
タリークラブに入ろう」を紹介し
て、以上、会長報告とさせていた
だきます、本日もよろしくお願い
いたします。

■プログラム　「会員卓話 〜ポリオ撲滅を目指して〜」 
 （ロータリー財団委員会）
佐藤　幸宏 会員
　そもそもポリオって何でしょう？から始めさせてい
ただきます。エジプトの壁画に痩せて足が短く、先は
尖足変形した足を以て杖を突く人が描かれています。
アジア圏に行ってみましたら全く同じような足をした

人を時々見かけます。他の国においても同様です。アフリカでも見ら
れます。ポリオは発熱のあと、一生治らない麻痺と変形をもたらす感
染症です。
　ポリオと人の関係を時系列に並べてみました。昔からあったことは
エジプトの壁画から明白ですが、1945年を過ぎて地球規模で大流行
に至った頃から研究が急速に進みました。1948年、ポリオには3型が
あることが分かり、1952年のアメリカ、1956年のソ連、1960年の日
本の大流行などで、それぞれの偉人たちが活躍します。

臨床像は、経口感染したウイルスがお腹の中で増えて下痢を伴った
発熱が始めにあります。軽い発熱で始まりますが、一度解熱してややも
してから第2弾の激しい40度を超える発熱が続き、両親は1晩2晩と寝ず
の看病を行います。3晩になって朝の夜明け頃に熱が下がってやれや
れとホッとするのですが、おむつを替えようとすると足が麻痺して動か
ないことに気づき、そこから一生苦難の生活が始まるというものです。
　原因は30nmほどの大きさのウイルス感染です。人が地球ほどの大
きさとしたらウイルスはネズミほどの大きさになります。さて、そのウ
イルスの培養に成功したのがEndersです。動物の脳みそをつぶしたも
のにポリオ患者の血液と栄養を入れて37度に保温しておいたところ
綿のようなものが出来上がり、これがウイルスだったのです。原因ウイ
ルスが大量に手に入るようになって研究が飛躍的に進みました。
Salkはヒーラ細胞という培養細胞でウイルスを増やし、これをホルマ
リンで不活化することによってワクチンを作り上げました。業績に加
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えて、「ワクチンの特許権は誰のものでしょうか？」との問いに「太陽に
特許権はありますか？ワクチンも一緒です。」と答えたことなどから、
アメリカでの人気がうかがえます。世界ポリオデーの10月24日は彼の
誕生日だし、誕生100年の2014年にはGoogleのロゴになったらしく、日
本の野口英世的存在のようです。Sabinですが、猿の腎臓を使ってそ
れを低温下で継体培養し、毒力が低下した生きたウイルス投与を開発
しました。アメリカでは1961年まで製造許可が出ませんでしたが、ソ
連の1500万人に上る大流行時に東欧の人と合わせ1億人に接種され、
広くその効力が認められ、日本においてもソ連のものが緊急輸入され
ました。
　1950年代の日本の話になりますが、1960年夕張で大流行があり、
次は熊本だと大騒ぎでした。当時の家は排水や排便などの汚水管理は
衛生的ではありませんでした。1960年世論（特に母親たち）と研究者
と報道陣が立ち上がり、政府を動かしました。当時の厚生大臣は「私が
すべて責任をとる」と言って1300万人分のワクチンを緊急輸入したの
です。シロップのカナダ産と角砂糖に2滴ワクチンをたらしたボンボン
ワクチンです。私は小学3年生の時にシロップを飲みました。列に2回
並んで2回飲んだやつがいて怒られていたのを覚えています。
　1949年から1981年までの日本におけるポリオ届け出患者数のグラ
フを見ると、1960年の5,600人から2年で63人までの急降下は目を見
張るものがあります。恐るべし生ワクチンといったグラフですが、ここ
で見ておいて欲しいのがもう一つあります。激減して一桁低レベルで
推移していますがゼロになるまで17〜18年もかかっていることは見
逃さないで欲しいと思います。こうして日本はいち早く世界で最も早
く根絶に至った国になりましたが、このあたりのエピソードが上田哲
さんの「根絶」という本に纏められています。彼はNHKのアナウンサー
としてポリオに係り、後に社会党から立候補し国会議員となってその
後もポリオ撲滅に尽力しました。
　さて、次いで日本から世界に目を向けてみたいと思いますが、ロータ
リーは飢餓・人間・保健の頭文字をとって3Hプログラムを推進してい
ました。その中の健康の部門でWHOと共に予防接種拡大計画（EPI）
を行っておりました。1980年天然痘が撲滅してワクチンの効果を目
の当たりにし、EPIにポリオワクチンを加えました。この活動がWHO
等の組織と合体してGPEIという組織が立ち上がり、2000年までにポ
リオ患者をゼロにするぞと宣言しました。実際、1994年には南北アメ
リカ、2000年には西太平洋地区、少し遅れたけれど2002年にヨーロッ
パが根絶に至りました。
　1988年WHO・ユニセフ・CDC（米国疾病予防センター）と一緒にロ
ータリークラブはGPEIのスターティングメンバ―になりました。
GPEIの活動によってアジア地区を除いた世界から野生株のポリオが
消えていったのは前述の通りです。GPEIは2012年55億ドルの予算
を計上し2018年までの撲滅を再び決意しました。この時ロータリーは
ビル&メリンダ財団と15億ドルの負担をしました。ビル&メリンダ財団
はRIが集めた金額の2倍の寄付をするとのことだったのでロータリー
は頑張りました。すると、野放しの1981年の66,000人から1996年の
4,000人までの減少です。2013年には223人まで減少しています。地図
での分布で見ますとその現象はより理解しやすいと思いますが、後述
する青森アップルクラブの関場先生がインドへ出かけ始めたのはこ
の残す4か国になりかけの頃の2003年頃になります。その関場先生で
すが、2013年に当クラブ第3388回例会に来ていただいて、「いまさら
聞けない　ポリオとポリオ根絶プログラムの真実」と題して講演をし
ていただきました。同時にいらした三浦順子さん・宇野順子さん他、讃
岐さんなどとその夜に一杯交わしました。その折関場先生は「翌年の
2014年でインド10回目になり、このインド行は概ね軌道に乗ったの
で、来年で最後にしようと思っている。」と仰ったので、急に一緒にイン
ドに連れて行って欲しいと思いました。固く決心して「ポリオの撲滅を
目指して。おら、インドへ行くぞ〜」と決心したのです。
　いざ出発JAL401便、インドとの時差は3時間30分。約10時間の飛
行、富士山が見送ってくれました。到着翌日、名門私立学校の生徒さん
たちが踊りで歓迎してくれました。引き続いて、のぼりを立てて、市中
の予防接種宣伝行進です。これをラリーと言いました。このポリオデ
ーは毎年春と秋の2回全国一斉の行事で今回が23回目です。最初、私
たちのグループは神社の境内に設けた会場で子供たちを待ちました。
人集めにちょっとしたおもちゃの土産を持っていきました。次の日は
こちらから出向いて、会場に来れない、もしくは来ない子ども達を探し
て町中に入っていきます。アパートは一軒一軒階段を登って「ポリオ
フリー・ポリオフリー」と叫びながら子どもたちを探します。昔は外国

人は恐れられて子供たちを隠されたり恐ろしい反攻にあったりした
こともあったようですが、今は住民も協力的になって安心して出てき
てくれるようになったそうです。ワクチンを飲ませた子供は指を紫の
インクでマーキングをして、重複投与しないようにします。母親は外
人の私たちの行いに不安そうでしたが、投与が終わると笑顔で好意的
な表情をプレゼントしてくれました。2月25日午前7時1分成田着で4
泊5日のインドの旅が終わりました。この充実感は寄付では味わえな
かったなと思いました。その3 ヶ月後の2014年5月、インドはポリオ流
行国から外されました。2017年、アトランタのロータリー国際会議で、
過去最少の、流行国2か国とポリオ発症6例と成績が発表されました。
同時に12億ドルの寄付が報告されました。もうこの後は時間の問題だ
とも思われましたが…。
　今年の2月、久しぶりに機会があって現状を調べましたところビッ
クリです。野生株8件に加えてワクチン由来のポリオ感染例が多数発
生しているのです。ワクチン由来のポリオとは、予防接種率の低い地
域で生ワクチン由来のウイルスが生き延びて地域に蔓延して病気を
引き起こすものです。2007年根絶したはずのウクライナでワクチン
由来ポリオが発生しました。これは、もうポリオはどこにでも起こりえ
ることだということをしらしめたものです。2014年ブラジルワールド
カップの折、サンパウロの下水から6000km離れた赤道ギニア由来の
ポリオウイルスが検出されました。現在危険性の高い72か国の145研
究所のネットワークでポリオが監視されています。これには多大な資
金と労力が必要です。引き続きのロータリーによるサポートが必要な
ようです。
　もう一つの驚きは、2か国だった野生株がマウライとモザンビーク
の2か国が加わって4か国になってしまっていたということです。これ
までロータリークラブは150億服のワクチンを25億人の子供たちに投
与してきました。今後も油断することなく引き続き投与の継続が必要
です。そのためにもさらなる資金の調達が必要です。
　先週、川上先生がくれた「これだけは知っておきたいロータリーの
基礎」のP.99に昨年度の財団収支が掲載されていました。これによる
と支出約3億3,000万ドルのうち45.5%がポリオプラスに占められてい
ました。今後もポリオ根絶に向けた取り組みをもう少し、もう少し、末
永くよろしくお願いします。

■会務報告 猿川　陽介 幹事
①帯広西RC、移動例会開催のご案内
　日時 4月18日（木）午前11時30分　場所 陸上自衛隊帯広駐屯地
②帯広南RC、夜間例会開催のご案内（創立記念例会）
　日時 4月22日（月）午後6時30分　場所 ホテル日航ノースランド帯広
③ 帯広北・帯広東・音更、3RC合同例会開催のご案内 （十勝ロータリー奨学会支給式）
　日時 4月24日（水）午後6時30分　場所 ホテル日航ノースランド帯広
　※帯広東RC、4月23日（火）の繰下げ例会と致します。
　　帯広北RC、4月26日（金）の繰上げ例会と致します。
④帯広西RC、夜間例会開催のご案内
　日時 4月25日（木）午後6時30分　場所 北海道ホテル
⑤帯広南RC、4月29日（月）の例会は、祝日のため休会と致します。
　帯広東RC、4月30日（火）の例会は、休会と致します。
　帯　広RC、5月1日（水）の例会は、休会と致します。
　帯広西RC、5月2日（木）の例会は、休会と致します。
　帯広北RC、5月3日（金）の例会は、祝日のため休会と致します。
　 帯広南RC、5月6日（月）の例会は、祝日振替休日のため休会と致し

ます。
【委員会報告】
【ニコニコ献金】　　　　　　　　　　　 （親睦活動委員）
＜ロータリー財団委員会　髙橋　章文 会員＞
　本日例会プログラムを担当致します。よろしくお願い致します。
＜佐藤　幸宏 会員＞
　本日卓話させていただきます。
＜配偶者様お誕生記念日祝（4月）＞　高原　　淳 会員
■出席報告
会員総数：86名（内　免除会員1名）
出席者数：51名（内　免除会員0名　内zoom参加者4名）
本日の出席率：60.0%
■次週プログラム予定
4月24日（水）「中長期ビジョン委員会からの提案」 （中長期ビジョン委員会）


